
　

 

 

 

 

 

　  

 

　  
 　

 

 

 

 

　
（毎月18日はのぎ地産地消の日） 野木町立野木中学校

１２月号給食だより
令和７年
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祝い箸は両端が細く、真ん中あたりが太くなっている丸箸で
す。これは一方の端は神様が使い、もう一方を人が使う“神
人共食”を意味しています。また、中ほどが太くなっている
のは太箸（たいばし）、俵箸またはハラミ箸といって、五穀
豊穣と子孫繁栄を表しています。
柳箸といわれるのは、箸の材料に柳の木を使うからです。お
祝い用なので、折れたりするのを忌み嫌う風習から、丈夫で
折れにくい柳が使われています。


